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本日の検討会では、国民年金未納者に対する定性調査からの導出などをご紹介したうえで、制作物ならびに
講義展開案に反映させて頂きたいと考えております。

第3回検討会にて議論戴きたい事項
3

議案①議案① 定性調査結果を受けて講義案及び映像資料案の検討
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議案②議案② モデル事業実施学校及び、講師選定に関して
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～
P.１２

P.１１
～
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提案に際しての注意点
今回は「何を伝えるのか」の構成要素の確認を目標とし、「どのように伝えるのか」の表現方法の確認は次々回（第5回検討委員会）に
て実施させて頂きたいと考えております。



1. 制作物等の概要と定性調査からの導出
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1-1. 制作物等の表現目標 5

講義展開
モデル事業

特別講師による国民年金特別授業を1月中旬を目安に2つの教育機関（高校・大学）にて、将来の
未納者防止を目的に実施

映像資料 モデル事業において国民年金についての内容を10分ほどにまとめ、授業内で視聴し、理解の一助
とするために作成する。

ワークシート モデル事業において学生が授業時に要点や考えを書き込めるものにし、楽しく授業を受けること
のできるものを作成する。

制作物等の表現目標

未来を「教わる」のではなく、「感じて」ほしい！

～ For Your Future ～

モデル事業のテーマ



1-2. デプス調査結果から見る講義展開の留意ポイント 6

どのような内容を説明して欲しいかという設問については、実は保険料を払うメリットと払わないデメリットについて
素直に知りたいという意見が多数あった。

総合的に自分自身で年金について検討したいという気持ちが強いため、多角的な視点からの情報提供が必要となる。
また、本当にもらえるのか証明してほしいという意見や、もっと自分のこととして考えたいという意見があった。

どのような表現で説明して欲しいかという設問については、チャートなどの図やイラスト、グラフなど、

眼で見て分かる形で説明して欲しいという意見が多かった。
自分の場合はどのケースに当てはまるのか、実際はどのくらいもらえるのかなど、年金が手に取るように実感できる表現
を求めているようだ。

また、誰の説明であれば信頼できるかという設問については、意外にも著名な専門家ではなく、学校の先生や家族という回答が
多かった。

教師を「親しみやすい専門家」と認識している一方で商品の口コミなどと同様身近な人はどうしているのか。
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信頼できる
身近な人

ライフシミュレーション
実施

ツールを効果的に
活用

講師は現役の教師

自分のライフプランを作成してもらい、将来のことが手に取るようにわかる参加型
施策。具体的な数値を提示し、国民年金にまつわる”損“と”得“、そして“必要性”
を実感を持って理解させると共に、楽しみながら将来の生活を自分事化してもらう。

《リーフレット》
読んで眠くなる文字の羅列ではなく、わかりにくい年金制度についてでも、
楽しく理解するワークシート形態。
《映像》
わかりにくい年金制度を「そうだったのか！」に変える映像を講義のタームに
合わせてチャプター別に使用。

親しみやすさ・リアル感・信頼感を得られる「学校の先生等」を講師に起用。
A案：大学/高校の現役教師
B案：学生への講義経験豊富な予備校講師やセミナー講師



2. 講義展開および制作物の構成案
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2-1. 講義構成案 8



2-2. 若年層向けモデル事業 映像構成案
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ライフプラン①映像 ライフプラン②映像



2-3. 若年層向けモデル事業 ワークシート構成案
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ライフプラン①ワークシート ライフプラン②ワークシート



3. モデル事業における学校/講師の選定
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3-1. 学校・講師 選定について 12

モデル事業の
位置づけ

学校・講師
選定基準

A 案 モデル授業として実施がしやすい 総合学科高校
B 案 今後メインのターゲットになるであろう 農業・漁業などの専門学科のある高校

高校

大学 A 案 一般的な学校

A 案 実際の教育の現場で社会保障を教えている教員
B 案 学生への講義経験豊富な予備校講師やセミナー講師

講師

「教える」のではなく「感じる」ためのライブ感ある講義を追求

※教育・普及テクニックを次年度以降に日本年金機構の担当者が学べるよう、今回の講義を映像化、授業テクニック集
を作成することにより、地域年金事業において、均一的で高いレベルの授業を実施するためのモデルケースとして実施。



4. 今後の進め方について
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4-1. 第5回検討会 論点（現時点想定） 14

国民年金保険料の納付促進に係る
情報発信モデル事業

国民年金保険料の納付促進に係る
情報発信モデル事業

市町村における国民年金等の手続
促進に係る情報発信モデル事業
市町村における国民年金等の手続
促進に係る情報発信モデル事業

第 5 回
検討会

映像 ストーリーボード確認

パンフレット ゲラ確認

ポスター ゲラ確認

映像 ストーリーボード確認

パンフレット ゲラ確認

ポスター ゲラ確認

モデル事業実施学校決定 報告

モデル事業講師決定 報告

授業台本確認

映像 ストーリーボード確認

ワークシート ゲラ確認

モデル事業実施学校決定 報告

モデル事業講師決定 報告

授業台本確認

映像 ストーリーボード確認

ワークシート ゲラ確認

全体全体

定量調査の
結果報告
定量調査の
結果報告


